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あらまし：英語は日本語に比較して複雑な音韻を持ち，話者の口元を見て発音を判別する必要性の高い言

語であると言われている．しかしながら，日本で実施されている英語音声指導においては視覚情報が提示

されることはまれで，聴覚情報のみを与えて聴取（リスニング）させるケースが一般的である．本研究で

は日本語母語話者が特に混同しやすいとされる R 音と L 音との効果的な聞き分け手法の提案を目指し，

発音を強調するための合成視覚情報を付与する学習法の有効性について検討した． 
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1. はじめに

1.1 マガーク効果
イギリスの心理学者である McGurk らは 1976 年，

人間の聴覚認識は視覚刺激に影響を受けうるという

実験結果を報告した（1）．例えば，/ga/と発音する話者

の口元の映像に，/ba/と発音された音声を合成した動

画を提示した場合，被験者の 98 %が/da/と発音して

いると答えた．この「錯聴」現象はマガーク効果

（McGurk Effect）と呼ばれている． 

1.2 マガーク効果の言語・文化差 
マガーク効果について，日本語母語話者と英語母

語話者とでは異なった現象が確認されている． 1994

年，英語母語者と比較して日本語母語者にマガーク

効果が生じにくいとする実験結果が示された（2）．こ

の結果には日本語における母音と子音の数が英語と

比較して圧倒的に少ないことが関係する可能性があ

ると指摘されている．これは日本語母語話者が聴覚

情報に依存して音声を判別する傾向がある一方で，

英語母語話者は比較的複雑な英語の音韻を区別する

必要があるために話者の口元の視覚情報を活用して

いるという説である（3）． 

2. 目的
1.2 で述べたことから，日本語母語話者は話者の口

元を注視しない傾向があることが考えられる．実際，

日本の英語音声教育において話者の口元に注目させ

るような教授方法が取られることは少ない．例えば，

聴解学習（リスニング）については聴覚情報のみを

頼りに英語音声を聴取させる形式が一般的である． 

しかしながら，現行の聴解学習の効果には限界が

ある．例えば日本語母語話者は R音と L 音を聴取す

る際にどちらも日本語におけるラ行の音として認知

する傾向にある（4）．ここで，話者の口元の視覚情報

を付与し，マガーク効果を活用することで音声を判

別しやすくできるのではないかと考えた． 

マガーク効果は，ある音声に対し，調音位置の異

なる映像が合成されている場合に発生する（1）．ここ

で，日本語母語話者が一般に認識できる調音位置は

両唇音（/p/, /b/, /m/），すぼめ唇音（/w/），非唇音（/t/, 

/d/, /n/, /k/, /g/, /r/, /z/等大部分を占める子音）の 3 つ

しか存在せず（5），日本語母語話者に対してマガーク

効果を検証する際は非唇音を発音する音声に両唇音

を発音する映像を合成することがほとんどである．

そこで本稿では新たな試みとして，すぼめ唇音を含

む “White”と発音する映像を“Right”と発音する音

声に合成することで，聞き手が Rの発音の特徴をよ

り強く感じることができる可能性を検証する． 

3. 実験

3.1 用いる素材
実験に用いた動画・音声素材を以下に示す．なお，

発音と編集は著者が実施した． 

図 1  WR 合成動画のキャプチャ 

“Right”と発音する話者の口元を映した動画（以下

R 動画），“White”と発音する話者の口元を映した映

像と，R動画から抽出した“Right”と発音する音声を

合成した動画（以下 WR 合成動画），“Light”と発音

する話者の口元を映した動画（以下 L 動画），R動画
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から抽出した“Right”と発音する音声（以下R音声），

L 動画から抽出した“Light”と発音する音声，以上の

5 通りの素材を用い実験を実施した． 

3.2 手順 
本実験は東京大学倫理審査専門委員会の承認を得

て実施した（承認番号： 21-123）．実験は Google フ

ォームを用い，リモートで実施した．実験参加者に

は実験手順を口頭および文面で説明し，フォームに

も同様の説明を記載した．参加者は 20 代から 30 代

の健康な男女 10 名であり，ランダムに 5 名ずつを A

群，B 群に振り分けた．参加者が体験した実験の流

れは以下の通りである． 

① 動画・音声ファイルをそれぞれ 2 回ずつ再生し

聴取する．再生順は各群で以下のように振り分

けた．A 群: R音声，L 音声，R動画(1 回目)，L

動画，WR 合成動画，R動画(2 回目)の順．B群: 

R動画(1 回目)，WR 合成動画，L 動画，R動画

(2 回目)，L 音声，R 音声の順． 

② 聴取した単語を以下の 5 段階で評価する．1. 確

実に Lightだと思われる 2. おそらく Lightだと

思われる 3. 判別できない 4. おそらく Right

だと思われる 5. 確実に Right だと思われる 

 実験結果の集計のため，以下のような点数計算を

実施した．ある参加者が R音声について「確実に R」

を選んだ場合は 2 点，「おそらく R」では 1 点，「判

別不能」では 0 点，「おそらく L」ではマイナス 1 点，

「確実に L」ではマイナス 2 点とした． 

3.3 結果 
以下，表に実験結果を示す．なお，A 群 1 名に実

験内容の認知齟齬があったことが実験後に判明した

ため当該データは結果の分析から除外した．よって

A 群については 4 名分の結果を示している． 

 

表 1  A 群の点数 

 
 

表 2  B 群の点数 

 
 

表 3  A 群と B群を合わせた点数 

 

4. 考察 
今回の実験において，聴覚情報のみを用いて聴取

する場合よりも視覚情報を付与して聴取する場合で

全体的に正答率が高かった．このことから，視覚情

報を付与した聴解学習の有効性が示唆された． 

一方で，マガーク効果を活用することができたと

は言い難い結果となった．表 3 内の合計網掛け部に

示したように，実験参加者が 1 回目に R動画で聴取

した場合は合計 15 点，WR 合成動画で聴取した場合

は合計 13 点，2 回目に R動画で聴取した場合は合計

10 点であった．この結果から，1 回目に見た R動画

と次に見た WR合成動画，そして 2 回目に見た R 動

画とをそれぞれ無意識のうちに比較して混乱が生じ

てしまったことが考えられる．このように，情報の

提示順が実験結果に影響する可能性が判明した．特

にマガーク効果の活用を狙ったWR合成動画の視聴

のタイミングは，平常通りの発音動画に対する聴取

正答率を下げる可能性が示唆されたことより，慎重

な検討が必要である．また，R 動画を見せずに WR

合成動画のみを見せた場合の結果は今回検証できて

いない．よって今後は，視聴する素材の提示順序を

考慮して最初にR動画を提示することなく合成動画

を提示する場合の効果を検証したい． 

 

5. まとめ 
本研究では，マガーク効果（錯聴）を活用した効

果的な英語音声聴取学習法の開発を目指して実験を

実施した．結果として，聴覚情報のみで聴取する場

合と，視覚情報を付与して聴取する場合とでは後者

で聴取正答率が向上することは確認できた． 

しかしながら，マガーク効果の活用を目指して作

成した合成動画で聴取する場合の正答率向上は認め

られなかった．この原因としては，情報の提示順に

より参加者の混乱を招いてしまったことが考えられ

る．次回以降の実験では純粋にマガーク効果の有効

性を検証し，効果的な教育システムへの応用可能性

を明確にする． 
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